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注
意
事
項

 
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
で
掲
載
中
の
小
説
を
「
タ

テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
の
シ
ス
テ
ム
が
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
さ
せ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
小
説
の
著
作
権
は
小
説
の
作
者
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
作
者
ま
た

は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
お
よ
び
「
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
を
運
営
す
る
ヒ

ナ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
無
断
で
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
小
説
を
、
引
用
の
範

囲
を
超
え
る
形
で
転
載
、
改
変
、
再
配
布
、
販
売
す
る
こ
と
を
一
切
禁
止
致
し

ま
す
。
小
説
の
紹
介
や
個
人
用
途
で
の
印
刷
お
よ
び
保
存
は
ご
自
由
に
ど
う
ぞ
。

【
小
説
タ
イ
ト
ル
】

　
ワ
ン
ピ
ー
ス
の
世
界
に
舞
い
降
り
た
３
人
の
侍

【
Ｎ
コ
ー
ド
】

　
Ｎ
１
９
９
６
Ｖ

【
作
者
名
】

　
ゆ
み

【
あ
ら
す
じ
】

　
万
事
屋
銀
ち
ゃ
ん
で
は
、
い
つ
も
ど
う
り
の
日
々
・
い
つ
も
ど
う
り
の
時
間

を
過
ご
し
て
い
た
・
・
・
・
・
・
が
、
突
然
穴
が
現
れ
銀
時
・
新
八
・
神
楽
が

そ
の
穴
に
吸
い
込
ま
れ
て
し
ま
っ
た
！
真
選
組
の
近
藤
・
土
方
・
沖
田
も
穴
に

吸
い
込
ま
れ
て
い
た
！

丁
度
そ
の
頃
、
鬼
兵
隊
で
は
高
杉
晋
助
が
突
然
消
え
た
！
？

桂
も
行
方
不
明
と
言
う
噂
が
・
・
・
・
・
・
・
・
・

江
戸
で
こ
ん
な
噂
が
た
っ
て
い
る
頃
・
・
・
銀
時
・
桂
・
高
杉
は
死
神
に
会
い
、

あ
る
真
実
を
聞
き
、
３
人
は
牙
を
む
き
、
復
讐
す
る
た
め
死
神
か
ら
力
も
も
ら
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い
ワ
ン
ピ
ー
ス
の
世
界
へ
行
っ
た
。

新
八
・
神
楽
・
近
藤
・
土
方
・
沖
田
は
神
に
会
い
、
神
か
ら
「
３
人
の
獣
が
ワ

ン
ピ
ー
ス
の
世
界
へ
舞
い
降
り
た
。
こ
い
つ
ら
は
危
険
だ
、
処
理
し
て
く
れ
」

と
た
の
ま
れ
、
力
を
も
ら
い
・
・
・
・
ワ
ン
ピ
ー
ス
の
世
界
へ
・
・
・
・
・
・
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夢
だ
と
思
い
た
い
日
は
誰
に
だ
っ
て
あ
る

万
事
屋
銀
ち
ゃ
ん
で
は
、
今
日
も

「
神
楽
～
！
！
！
！
お
前
俺
の
い
ち
ご
牛
乳
飲
ん
だ
ろ
ー
ー
ー
ー
！
！
！
！

「
飲
ん
で
な
い
ア
ル
！
銀
ち
ゃ
ん
だ
っ
て
私
の
酢
昆
布
食
べ
た
ネ
！
！
」

「
食
っ
て
ね
ぇ
ー
よ
！
！
ん
な
も
ん
、
誰
が
食
う
か
！
」

「
酷
い
ネ
！
酷
す
ぎ
る
ネ
！
」

「
ま
ぁ
、
落
ち
着
い
て
下
さ
い
。
銀
さ
ん
・
神
楽
ち
ゃ
ん
」

「
う
る
せ
ぇ
な
！
！
メ
ガ
ネ
は
引
っ
込
ん
で
ろ
っ
！
！
」

「
そ
う
ア
ル
！
メ
ガ
ネ
は
引
っ
込
ん
で
あ
る
ヨ
ロ
シ
！
！
」

「
ち
ょ
っ
！
メ
ガ
ネ
、
メ
ガ
ネ
っ
て
あ
な
た
達
は
、
僕
を
何
だ
と
思
っ
て
い
る

ん
で
す
か
！
！
」

「
そ
り
ゃ
ぁ
、
ね
ぇ
決
ま
っ
て
い
る
よ
」

「
決
ま
っ
て
い
る
ア
ル
」

「
決
ま
っ
て
ん
の
！
」

「
あ
ぁ
そ
れ
は
な
・
・
・
・
・
・
」
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そ
の
時
・
・
・
・
・
・

「
・
・
・
銀
さ
ん
」

「
ど
う
し
た
新
八
」

「
僕
の
目
が
節
穴
じ
ゃ
な
か
っ
た
ら
・
・
・
・
」

「
？
」

「
・
・
・
・
銀
さ
ん
と
神
楽
ち
ゃ
ん
の
後
ろ
に
・
・
・
・
・
」

銀
時
と
神
楽
は
後
ろ
を
向
き
・
・
・
・
・

「
お
い
お
い
、
う
そ
だ
ろ
ぅ
・
・
・
・
・
・
」

「
嘘
ね
、
こ
れ
絶
対
夢
ア
ル
ヨ
」

「
そ
う
だ
よ
ね
・
・
・
・
」

「
そ
う
、
そ
う
・
・
・
・
・
・
こ
れ
は
夢
だ
・
・
・
・
目
の
前
に
ブ
ラ
ッ
ク
ホ

ー
ル
み
た
い
な
穴
が
あ
る
な
ん
て
・
・
」

「
夢
に
決
ま
っ
て
・
・
・
」
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そ
の
瞬
間
３
人
は
、
穴
に
吸
い
込
ま
れ
た
・
・
・
・

そ
の
頃
鬼
兵
隊
の
船
で
は
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

「
晋
助
様
！
何
処
に
い
る
ん
す
か
っ
！
」

「
晋
助
！
」

「
晋
助
様
！
」

「
晋
助
様
！
」

今
、
鬼
兵
隊
の
船
で
は
高
杉
晋
助
が
突
然
消
え
て
大
騒
ぎ
だ
っ
た
・
・
・

ま
た
、
そ
の
頃
桂
も
き
え
た
・
・
・
・
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突
然
高
杉
・
桂
が
消
え
た
こ
と
で
真
選
組
は
な
ぜ
消
え
た
の
か
、
何
処
へ
行
っ

た
の
か
調
査
を
し
て
い
た
。

「
ま
さ
か
こ
の
２
人
が
同
時
に
消
息
を
た
つ
と
は
な
・
・
」

「
何
か
あ
る
な
」

「
し
か
も
旦
那
達
も
消
息
を
た
っ
て
い
る
・
・
・
・
と
い
う
こ
と
は
、
何
か
あ

る
に
決
ま
っ
て
る
で
さ
ぁ
」

「
そ
う
だ
な
・
・
」

『
あ
の
総
悟
で
さ
え
真
面
目
に
や
っ
て
い
る
か
・
・
・
い
っ
た
い
何
が
お
こ
っ

て
い
る
ん
だ
』

土
方
が
考
え
て
い
る
と
突
然
足
元
に
穴
が
あ
き
・
・
・
・
３
人
は
お
っ
こ
ち
た
。

「
い
や
、
突
然
す
ぎ
る
だ
ろ
う
ー
ー
ー
！
！
！
！
！
」

落
ち
て
も
な
お
・
・
・
・
突
っ
込
み
を
す
る
土
方
十
四
郎
で
し
た
。

「
で
し
た
、
じ
ゃ
ね
ぇ
ー
ー
ー
！
！
！
」
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昔
の
よ
う
に
手
を
組
む
な
ん
て
思
い
も
し
な
か
っ
た

銀
時
は
目
を
覚
ま
し
た
・
・
・
・

「
何
処
だ
よ
、
此
処
」

「
知
ら
ん
」

「
や
っ
ぱ
、
お
前
も
知
ら
な
い
か
・
・
・
」

「
悪
か
っ
た
な
俺
も
今
、
起
き
た
ば
か
り
な
ん
だ
よ
」

「
ク
ク
ク
ッ
、
俺
も
だ
」

「
何
だ
お
め
ぇ
ら
も
そ
う
だ
っ
・
・
・
・
っ
て
、
何
で
お
め
ぇ
ら
が
い
る
ん
だ

よ
！
銀
さ
ん
呼
ん
だ
覚
え
ね
ぇ
ぞ
っ
！
ズ
ラ
ッ
！
高
杉
っ
！
」

「
「
あ
・
・
・
・
・
・
・
・
・
」

「
今
き
ず
い
た
の
か
よ
！
！
」

「
ま
ぁ
、
何
は
と
も
わ
れ
此
処
は
何
処
だ
」
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「
ク
ク
ク
ッ
、
ほ
ぉ
い
い
の
か
、
俺
が
此
処
に
い
る
ん
だ
ぜ
」

「
・
・
・
・
今
は
い
い
」

「
・
・
・
そ
う
だ
な
、
ま
ず
此
処
は
何
処
な
の
か
だ
」

「
ク
ク
ク
ッ
、
そ
う
だ
な
」

「
そ
の
事
な
ら
、
俺
が
話
そ
う
」

突
然
、
見
知
ら
ぬ
声
が
銀
時
達
の
耳
に
は
い
っ
た
。

「
誰
だ
」

「
死
神
だ
」

「
・
・
・
死
神
っ
！
？
死
神
っ
て
あ
の
っ
！
・
・
・
ど
ー
し
よ
っ
、
銀
さ
ん
壊
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れ
ち
ゃ
っ
た
よ
、
ズ
ラ
・
・
」

「
ズ
ラ
じ
ゃ
な
い
！
桂
だ
！
・
・
・
と
い
う
か
、
俺
も
こ
わ
れ
た
の
か
？
」

「
ク
ク
ク
ッ
、
さ
ぁ
な
。
・
・
・
・
と
こ
ろ
で
死
神
さ
ん
よ
ぉ
・
・
・
俺
達
に

何
の
用
だ
」

死
神
と
な
の
る
も
の
が
突
然
真
面
目
な
顔
に
な
っ
た
。

こ
れ
に
は
、
銀
時
達
も
き
ず
い
た
。

「
・
・
・
・
お
前
達
に
真
実
を
伝
え
に
来
た
・
・
」

「
「
「
真
実
？
」
」
」

「
そ
う
だ
・
・
・
銀
時
・
桂
・
高
杉
・
・
・
お
前
ら
に
と
っ
て
は
複
雑
だ
と
思

う
が
・
・
・
」

「
・
・
・
・
で
、
何
だ
」

「
・
・
お
前
ら
の
恩
師
、
吉
田
松
陽
を
、
殺
す
の
を
手
伝
っ
た
者
が
こ
の
世
界

と
は
別
の
世
界
・
・
・
ワ
ン
ピ
ー
ス
の
世
界
に
い
る
、
と
い
っ
た
ら
？
」
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「
「
「
！
」
」
」

「
・
・
・
本
当
か
？
」

銀
時
が
言
っ
た
。

「
あ
ぁ
」

「
・
・
・
そ
れ
で
、
手
伝
っ
た
奴
ら
の
名
前
は
？
」

今
度
は
、
高
杉
が
言
っ
た
。

「
海
軍
・
・
・
１
人
や
２
人
じ
ゃ
な
い
、
海
軍
と
い
う
組
織
が
手
伝
っ
た
」

「
・
・
・
・
数
は
？
」

今
度
は
、
桂
が
言
っ
た
。

「
数
え
切
れ
な
い
な
」

「
そ
う
と
う
、
多
い
ん
だ
な
」

「
あ
ぁ
」

「
・
・
・
・
・
・
・
許
せ
ね
ぇ
な
ぁ
・
・
・
・
銀
時
・
桂
、
お
前
ら
も
そ
う
思

う
だ
ろ
ぅ
」

「
あ
ぁ
」

さ
き
に
、
桂
が
返
事
を
し
た
。
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「
・
・
・
流
石
に
こ
れ
は
・
・
・
俺
で
も
許
せ
ね
ぇ
な
ぁ
・
・
・
」

桂
の
次
に
銀
時
が
言
っ
た
。

「
久
し
ぶ
り
に
意
見
が
あ
っ
た
な
、
俺
は
そ
の
ワ
ン
ピ
ー
ス
っ
て
言
う
世
界
に

行
っ
て
海
軍
っ
て
奴
ら
を
・
・
・
」

「
「
「
潰
す
！
！
！
」

「
ク
ク
ク
ッ
、
お
前
ら
も
か
」

「
あ
ぁ
」

「
悪
い
か
」

「
ク
ク
ク
ッ
、
い
い
や
悪
く
な
い
さ
」

「
あ
っ
そ
、
そ
れ
で
死
神
さ
ん
よ
ぉ
」

「
な
ん
だ
、
銀
時
」

「
俺
ら
を
・
・
・
ワ
ン
ピ
ー
ス
の
世
界
に
連
れ
て
行
っ
て
く
れ
な
い
か
？
」

「
フ
ッ
、
い
い
ぜ
」



13

「
あ
り
が
と
な
」

「
別
に
い
い
さ
・
・
・
そ
れ
よ
り
、
あ
そ
こ
の
世
界
は
危
険
だ
か
ら
お
前
ら
３

人
に
力
を
や
る
」

「
「
「
本
当
か
！
！
！
」
」
」

「
あ
ぁ
、
ま
ず
銀
時
は
ｂ
ｌ
ｅ
ａ
ｃ
ｈ
の
力
を
や
る
、
そ
れ
と
瞬
間
記
憶
能
力

も
や
る
」

「
な
ん
か
す
げ
ぇ
な
・
・
・
」

「
次
に
桂
だ
が
・
・
・
銀
時
と
同
じ
で
瞬
間
記
憶
能
力
と
Ｆ
Ａ
Ｉ
Ｒ
Ｙ
　
Ｔ
Ａ

Ｉ
Ｌ
の
力
を
や
る
」

「
こ
れ
は
す
ご
い
」

「
最
後
に
高
杉
だ
が
・
・
・
瞬
間
記
憶
能
力
と
リ
ボ
ー
ン
の
力
だ
」

「
ク
ク
ク
ッ
」

「
じ
ゃ
あ
、
行
っ
て
こ
い
」

「
あ
ぁ
、
あ
り
が
と
な
」

「
感
謝
す
る
」

「
ク
ク
ク
ッ
、
そ
う
だ
な
」
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「
「
「
行
っ
て
来
る
」
」
」

３
人
は
黒
い
扉
を
開
け
・
・
・

ワ
ン
ピ
ー
ス
の
世
界
へ
行
っ
た
・
・
・

海
軍
に
復
讐
す
る
た
め
に
・
・
・
・
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神
様
に
頼
み
事
を
さ
れ
る
と
は
思
わ
な
か
っ
た

そ
の
頃
、
神
楽
達
は
・
・
・
・

「
新
八
、
此
処
何
処
ア
ル
カ
？
」

「
さ
ぁ
？
銀
さ
ん
も
い
な
い
見
た
い
で
す
け
ど
・
・
・
」

そ
の
時
・
・
・
・

ド
ォ
ー
ー
ー
ー
ン
！
！
！

眼
鏡
と
な
に
か
が
ぶ
つ
か
っ
た
。

「
つ
か
、
眼
鏡
っ
て
言
う
な
！
！
」

「
イ
テ
テ
テ
、
何
処
で
す
か
ィ
此
処
は
」

「
俺
が
知
る
か
」

「
チ
ッ
、
知
ら
ね
ぇ
ー
の
か
よ
、
死
ね
土
方
コ
ノ
ヤ
ロ
ー
」

「
総
悟
テ
メ
ェ
」

「
ま
ぁ
落
ち
着
け
２
人
と
も
今
は
此
処
が
何
処
な
の
か
知
る
べ
き
だ
」

「
そ
う
だ
な
」
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「
あ
の
～
」

「
「
「
？
」
」
」

「
い
い
加
減
僕
か
ら
降
り
て
ほ
し
い
ん
で
す
け
ど
・
・
・
・
」

「
「
「
！
」
」
」

「
そ
う
ア
ル
」

「
す
ま
な
い
新
八
君
！
お
兄
さ
ん
を
許
し
て
ほ
し
い
！
！
」

「
い
や
、
あ
ん
た
の
弟
に
な
っ
た
覚
え
な
い
か
ら
・
・
・
」

「
ま
ぁ
悪
か
っ
た
な
」

「
い
え
」

「
よ
ぉ
、
チ
ャ
イ
ナ
元
気
そ
う
じ
ゃ
ね
ぇ
か
」

「
だ
ま
れ
ヨ
気
安
く
話
し
か
け
な
い
で
ほ
し
い
ア
ル
」

「
そ
う
い
え
ば
、
旦
那
は
？
」

「
わ
か
ら
な
い
ア
ル
」

「
え
っ
、
一
緒
に
い
た
ん
じ
ゃ
な
い
の
か
」

「
は
い
、
銀
さ
ん
と
一
緒
に
穴
に
吸
い
込
ま
れ
た
ん
で
す
け
ど
・
・
・
」
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「
目
が
覚
め
た
と
き
に
は
銀
ち
ゃ
ん
は
い
な
か
っ
た
ア
ル
・
・
・
」

「
・
・
・
そ
う
か
」

「
万
事
屋
な
ら
大
丈
夫
だ
ろ
う
」

「
・
・
・
そ
う
で
す
よ
ね
」

「
そ
う
ア
ル
ヨ
」

「
新
八
君
」

「
は
い
」

「
話
を
戻
す
が
此
処
は
・
・
・
」

「
・
・
僕
達
も
解
り
ま
せ
ん
」

「
そ
う
か
」

「
知
り
た
い
な
ら
俺
が
お
し
え
よ
う
」

声
が
聞
こ
え
る
ほ
う
を
見
る
と
・
・
・

そ
こ
に
は
・
・
・
・
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ご
飯
に
マ
ヨ
ネ
ー
ズ
を
か
け
て
い
る
男
が
い
た
・
・
・

土
方
で
は
な
い
。

こ
れ
を
見
た
、
神
楽
・
新
八
・
近
藤
・
沖
田
、
そ
し
て
土
方
は
・
・
・
・

も
ち
ろ
ん

「
夢
か
・
・
・
」

「
夢
に
決
ま
っ
て
る
で
さ
ぁ
」

「
そ
う
で
す
よ
、
土
方
さ
ん
み
た
い
な
人
が
」

「
い
る
わ
け
な
い
ア
ル
」

「
「
「
「
だ
よ
な
～
」
」
」

「
あ
の
、
一
緒
に
食
っ
て
い
い
で
す
か
」

「
「
「
「
・
・
・
・
」
」
」
」

「
あ
ぁ
い
い
ぜ
」

「
ど
う
も
」

「
「
「
「
・
・
・
・
」
」
」
」
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「
頂
き
ま
す
」

「
「
「
「
・
・
・
・
」
」
」
」

「
ト
シ
～
な
に
食
べ
て
ん
の
～
」

「
ん
？
近
藤
さ
ん
も
食
う
の
か
」

「
か
ま
わ
ね
ぇ
よ
」

「
嫌
、
食
べ
ね
え
か
ら
食
べ
た
く
な
い
か
ら
ね
」

「
そ
う
か
」

「
つ
か
、
ま
だ
食
べ
ん
の
か
よ
！
」

「
近
藤
さ
ん
、
落
ち
着
い
て
く
だ
せ
ぇ
、
そ
れ
よ
り
も
土
方
さ
ん
と
食
べ
て
い

る
そ
こ
の
オ
ヤ
ジ
」

「
な
ん
だ
」

「
此
処
は
何
処
で
す
か
い
」

「
天
界
」

「
「
「
「
「
・
・
・
・
・
・
」
」
」
」
」
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「
「
「
「
「
エ
ェ
ェ
ェ
ー
ー
ー
ー
！
！
！
！
」
」
」
」
」

「
ち
ょ
っ
、
天
界
！
？
」

「
あ
ぁ
」

「
僕
達
死
ん
じ
ゃ
っ
た
ん
で
す
か
！
？
」

「
い
い
や
」

「
じ
ゃ
あ
何
で
天
界
に
俺
ら
が
此
処
に
い
る
ん
で
す
か
い
」

「
そ
う
ア
ル
！
！
」

男
は
食
べ
る
の
を
や
め
・
・
・

「
俺
が
呼
ん
だ
か
ら
」

「
何
で
」

「
頼
み
た
い
こ
と
が
あ
る
」

そ
の
男
の
真
剣
な
表
情
を
見
て
５
人
は
大
切
な
話
だ
と
わ
か
っ
た
。
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「
ま
ず
、
俺
は
神
だ
、
神
の
シ
ン
」

「
「
「
「
「
・
・
・
・
神
？
」
」
」
」
」

「
そ
っ
、
神
様
」

「
此
処
が
天
界
だ
か
ら
神
も
い
る
の
か
」

「
あ
ぁ
」

「
そ
れ
で
神
様
が
俺
達
に
何
の
頼
み
ご
と
と
は
・
・
・
」

「
ち
ょ
っ
、
ト
シ
」

「
・
・
・
・
死
神
が
３
人
の
獣
を
あ
る
世
界
に
送
り
込
ん
だ
」

「
「
「
「
「
死
神
？
」
」
」
」
」

「
そ
う
だ
、
君
達
に
頼
み
た
い
こ
と
は
・
・
死
神
が
送
り
込
ん
だ
、
３
人
の
獣

を
処
理
し
て
ほ
し
い
ん
だ
」

「
・
・
・
危
険
な
の
か
」

「
あ
ぁ
・
・
凄
ま
じ
く
強
い
」

「
そ
ん
な
に
危
険
な
獣
な
の
か
」
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「
獣
と
言
っ
て
も
人
間
だ
、
け
れ
ど
凄
ま
じ
く
強
い
」

「
人
間
・
・
・
」

「
死
神
が
送
り
込
ん
だ
世
界
は
ワ
ン
ピ
ー
ス
と
言
っ
て
な
・
・
・
・
」

「
「
「
「
「
・
・
・
・
・
」
」
」
」
」

「
頼
む
」

「
俺
は
い
い
ぜ
」

「
ト
シ
ッ
！
」

「
俺
も
い
い
で
す
ぜ
」

「
僕
も
」

「
私
も
い
い
ア
ル
ヨ
」

「
え
っ
、
ち
ょ
っ
み
ん
な
」

「
近
藤
さ
ん
」

「
此
処
は
男
を
み
せ
る
と
こ
ろ
で
っ
せ
」

「
あ
～
も
う
～
、
解
っ
た
よ
俺
も
や
る
よ
！
」

「
あ
り
が
と
、
で
は
そ
の
３
人
と
や
り
や
え
る
よ
う
、
幾
つ
か
身
体
能
力
を
上

げ
て
お
く
」
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「
解
っ
た
」

「
じ
ゃ
、
行
っ
て
来
い
」

「
「
「
「
「
行
っ
て
来
る
（
き
ま
す
・
ア
ル
）
」
」
」
」
」

神
楽
・
新
八
・
近
藤
・
土
方
・
沖
田
は
白
い
扉
を
開
き
・
・
・

ワ
ン
ピ
ー
ス
の
世
界
へ
・
・
・
・
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ワ
ン
ピ
ー
ス
の
世
界
！
赤
髪
海
賊
団
と
の
出
会
い
！

黒
い
扉
を
開
け
た
さ
き
は
・
・
・
・
・
海
だ
っ
た
。

そ
の
ま
ま
、
銀
時
達
は
、
海
に
落
っ
こ
ち
た
。

「
あ
の
や
ろ
ぉ
～
、
よ
り
に
よ
っ
て
海
に
！
」

「
次
会
っ
た
ら
殺
す
」

「
同
感
だ
」

「
さ
て
、
如
何
す
る
高
杉
・
ズ
ラ
」

「
ズ
ラ
じ
ゃ
な
い
桂
だ
、
ま
ず
は
船
だ
な
」

「
ク
ク
ク
ッ
、
船
か
、
だ
っ
た
ら
在
れ
な
ん
か
ど
う
だ
？
」

高
杉
が
指
差
し
た
方
向
を
見
る
と
・
・
・

「
お
い
、
高
杉
」

「
何
だ
？
」

「
俺
の
意
見
聞
い
て
く
れ
る
か
？
」

「
な
ん
だ
、
言
っ
て
み
ろ
」

「
銀
さ
ん
思
う
に
・
・
・
あ
れ
海
賊
船
じ
ゃ
ね
」
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「
そ
う
だ
な
」

「
ク
ク
ク
ッ
、
あ
ぁ
、
そ
う
だ
ろ
う
な
」

「
あ
れ
に
乗
る
の
」

「
あ
ぁ
」

「
銀
さ
ん
や
だ
よ
」

「
何
言
っ
て
ん
だ
、
海
賊
っ
て
こ
と
は
、
海
軍
の
敵
だ
ぞ
」

「
！
・
・
・
・
そ
う
だ
な
、
あ
れ
に
乗
ろ
う
・
・
」

「
あ
ぁ
」

す
る
と
・
・
・

「
お
～
い
」

銀
時
達
が
乗
ろ
う
と
し
た
海
賊
船
か
ら
声
が
。

「
大
丈
夫
か
～
」

「
「
「
・
・
・
・
・
」
」
」

「
お
頭
！
返
事
し
や
せ
ん
ぜ
」

「
よ
し
、
直
ぐ
に
救
出
し
ろ
！
」
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「
へ
い
！
」

ザ
ブ
ー
ン
、
飛
び
込
ん
だ
。

「
お
い
、
こ
っ
ち
来
る
ぜ
」

「
そ
う
だ
な
」

「
ク
ク
ク
ッ
、
如
何
す
る
」

「
ま
ぁ
、
い
い
ん
じ
ゃ
ね
、
『
救
出
し
ろ
』
と
か
言
っ
て
き
た
し
」

「
そ
う
だ
な
」

そ
し
て
、
船
の
上
に
・
・
・
・

「
大
丈
夫
か
！
？
」

赤
髪
の
男
が
話
し
か
け
て
き
た
。

「
あ
ぁ
、
な
ん
と
か
な
。
お
い
大
丈
夫
か
」

「
あ
ぁ
、
ズ
ラ
大
丈
夫
だ
」
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「
ク
ク
ク
ッ
、
俺
も
大
丈
夫
だ
ズ
ラ
」

「
人
が
心
配
さ
て
要
る
の
に
・
・
・
ズ
ラ
ズ
ラ
と
・
・
・
俺
は
ズ
ラ
じ
ゃ
な
い

桂
だ
！
！
！
」

「
そ
れ
で
、
此
処
っ
て
海
賊
船
か
？
」

「
無
視
を
す
る
な
！
」

「
落
ち
着
け
」

「
ク
ク
ク
ッ
、
そ
う
だ
ぜ
」

「
・
・
・
・
す
ま
な
い
・
・
」

「
い
や
、
い
い
っ
て
。
さ
っ
き
お
前
が
言
っ
た
と
う
り
此
処
は
海
賊
船
だ
、
そ

し
て
俺
は
こ
の
赤
髪
海
賊
団
の
船
長
、
シ
ャ
ン
ク
ス
だ
！
」

「
俺
は
桂
　
小
太
郎
だ
」

「
ク
ク
ク
ッ
、
高
杉
　
晋
助
だ
」

「
お
れ
は
、
さ
「
白
夜
叉
だ
」
っ
」

「
白
夜
叉
？
」

「
高
杉
！
！
」

「
お
前
何
を
！
」
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「
ク
ク
ク
ッ
、
此
処
で
は
そ
の
方
が
い
い
ん
じ
ゃ
ね
ぇ
の
か
？
」

「
っ
・
・
・
・
解
っ
た
・
・
・
」

「
改
め
て
、
俺
は
白
夜
叉
だ
」

「
そ
の
名
前
言
わ
れ
た
く
無
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
？
本
名
で
も
な
い
だ
ろ
う
」

「
・
・
・
良
い
ん
だ
、
白
夜
叉
と
呼
ん
で
く
れ
」

「
そ
う
か
、
解
っ
た
、
３
人
と
も
海
に
い
た
ん
だ
、
医
務
室
へ
い
こ
う
」

医
務
室
・
・
・

「
少
し
休
ん
で
お
け
」

「
あ
ぁ
」

「
済
ま
な
い
な
」

「
ク
ク
ク
ッ
」

「
じ
ゃ
あ
、
休
ん
で
置
け
よ
」

シ
ャ
ン
ク
ス
は
医
務
室
か
ら
出
て
行
っ
た
。
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「
お
頭
」

「
み
ん
な
・
・
」

「
良
い
ん
で
す
か
、
あ
い
つ
ら
を
・
・
」

「
良
い
さ
、
３
人
共
訳
あ
り
だ
ろ
う
し
な
」

「
で
、
ど
う
す
ん
だ
」

「
仲
間
に
す
る
！
！
」

「
お
頭
ら
し
い
な
」

「
そ
う
だ
な
」

「
い
つ
か
、
白
夜
叉
の
本
当
の
名
前
を
・
・
・
・
お
前
か
ら
聞
く
ぜ
」

「
そ
う
だ
な
」

「
「
「
「
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
」
」
」
」

白
夜
叉
・
高
杉
・
桂
・
赤
髪
海
賊
団
と
の
出
会
い
・
・
・

白
夜
叉
は
本
当
の
名
前
を
教
え
る
日
が
来
る
か
！
？
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
（
現
、
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
）
は
２
０
０
７
年
、
ル

ビ
対
応
の
縦
書
き
小
説
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
配
布
す
る
と
い
う
目
的
の
基
、

小
説
家
に
な
ろ
う
の
子
サ
イ
ト
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
ケ
ー
タ
イ
小
説
が
流

行
し
、
最
近
で
は
横
書
き
の
書
籍
も
誕
生
し
て
お
り
、
既
存
書
籍
の
電
子
出
版

な
ど
一
部
を
除
き
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
＝
横
書
き
と
い
う
考
え
が
定
着
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
誰
も
が
簡
単
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
の
小
説
を
作
成
、

公
開
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
が
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
発
の
縦
書
き
小
説
を
思
う
存
分
、
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

た
ん
の
う

ワンピースの世界に舞い降りた３人の侍
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